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フラワーロード整備事業（そすいの郷づくり部会・高齢者部会）

６月１７日（金）そすいの郷づくり部会・高齢者部会共催による「フラワーロード整備事業」が行
われました。西小前通りの桜並木の下、歩道と車道の間にある花壇を「フラワーロード」にするこ
の事業、西保育園児（年長組）がマリーゴールドの植え付けのお手伝いをしました。

子ども達の植え付け作業は２０分程
で終了しましたが、前もって花壇の除
草や耕運を行ったり、当日も植えやす
い様に平らにならした後、植える場所
にマーキングをし、ポット苗を並べる
などして子ども達を迎えました。
また、西小学校の３年生は西公民館
で、プランターにマリーゴールドを植
え付ける作業を行いました。古いプラ
ンターから草花を取り、土を取り出し
一箇所に集め、培養土と混ぜ、新たな
土を作り、新たな土を再びプランター
へ入れ、マリーゴールドを植え付けま
した。出来上がったプランターは西公
民館の玄関先などに飾りました。

西那須野地区コミュニティ親善グラウンドゴルフ大会

６月１６日（木）９時から大山公民館グラウンドを会場に２５回目となる「西那須野地区コミュ
ニティ親善グラウンドゴルフ大会」が、３年振りに開催されました。１４９名がエントリーしたこ
の大会、西地区からは「そすいクラブ」を中心に１７名が参加しました。

各地区上位５名の合計スコアで
争う団体戦では、４位の成績で
した。
また、個人戦では、女子の部で
ホールインワンを記録した前川
弘子さんが３位、小此木光子さ
んが１０位、男子の部では、生
駒 敏さんが４位と健闘しました。
大会では８８才以上の出場者
に「お元気で賞」が授与され、
西コミでは３名の方（平野孝雄
さん、中島基貴さん、増渕泰吏
さん）が受賞しました。
写真は競技終了後に撮影した
集合写真です。競技中はマスク
を外してのプレーとなりました。

８月７日（日）に実施を予定していた、西コミ「子ども夏まつり」につきま
しては、中止としましたので、お知らせします。

【お知らせ】



地域の話題・トピックス
西地区の行事や出来事、身近な話題などの情報がありましたら、広報編集部会員または西公民館（☎37-
1677)までお寄せ下さい。また、西地区で活動していること、趣味のこと、自慢話や思い出話、地域の昔
のことなど、「そすいの郷」への投稿も募集しています。（できれば写真も一緒にお願いします。）

三島中学校区（西小５年・三中２年）花いっぱい運動
６月１３日（月）西小学校において６年生と三島中生徒２年生による「花いっぱい運動」が行われました。
これは、那須塩原市が進めている小中一貫教育の中で、中学校を一つのエリアとして、コミュニティ運営
委員会、小学校、中学校、公民館が協力して地域の環境美化を図り、児童生徒と地域の人達との交流を深
めるという運動（地域学校協働活動）です。

三中生が自転車に乗り到着。中学生の進行により、
磯校長先生の挨拶、西コミ金沢久美子会長の挨拶、地
域ボランティアとして参加した地域学校協働活動推進
員の安蒜哲良さん、室井操さんの自己紹介に続き、作
業内容や作業手順の説明がありました。
「花いっぱい運動」では、班に分かれ、サルビアと
マリーゴールドをプランターに植え付けました。各班
では中学生がリーダーシップをとり作業が進行し、協
力して出来上がったプランターは西小学校前に飾られ
ました。６年生は来年、中１となり、２年生とは三中
で一緒になります。今日は２年生が大人に見えたこと
でしょう。

投稿 西ＳＣ活動報告

私達西小サッカークラブ（西SC）は、６月１２日に宇都
宮市白沢の鬼怒グリーンパークで開催されたQualierカップ
に参加。栃木県内で有名な芳賀地区のおおぞらＳＣと対戦
が出来ましたが、クラブチームとの大きな差を感じての敗
戦となりました。６月１９日は黒磯河畔公園で開催された
フェアプレーカップに参加。鍋掛ＦＣ、ＳＦＩＤＡ、ヂベ
ルチード那須と対戦。１分２敗の結果でした。

６月２５日、那須地区学校対抗戦に西小学校代表の主力メンバーで参加しました。黒磯小には勝利出
来ましたが、稲村小には敗戦。1勝1敗で惜しくもブロック不通過でした。もう少し失点が少なければ、
ブロック通過が出来た様で少し残念でした。現在は、暑さに注意し活動しています。今後も皆さんの
応援をよろしくお願いします。
なお、現在の小学生のサッカーは、８人制サッカーが導入されています。通常知られている１１人制
サッカーより、３名少ない人数で構成されたチームで、ルールは１１人制と同じですが、グランドは
大人の半分の広さで戦っています。（西SC 専属審判員 南赤田 樋口泰幸）

投稿 ホタル鑑賞会（田んぼの学校）
６月３０日（木）午後７時３０分から、親子、西小学
校の先生、指導員など８０名が参加し、四区町地内でホ
タルの観察会を行いました。主催したのは「狩込ど
じょっこ会」（辻野岩男会長）田んぼの学校です。
観察会の会場は西小学校から徒歩７分のところ。四区
町の南正典さんをはじめ、地域の方々の協力で、毎年ホ
タルやオニヤンマの羽化を観察することができるように
なりました。集合場所の西小学校の駐車場では、指導員
の小藤榮さんから、「大声を出さない、ゴミなどの忘れ
物をしない、水路に落ちないように注意してくださ
い。」とのあいさつの後、徒歩で会場に行きました。

会場ではすでにホタルが飛び交い、「初めて本物のホタルを見ました。たくさんいてビックリ。とって
もきれい。」と話す親子の姿も。また、南正典さんからは、「たくさん見に来てくれてとてもうれしい。
ホタルも虫なので、虫よけスプレーは使わないで、長袖などで対応してほしい。」と言葉もありました。
西小学校の駐車場に戻り、磯校長先生から、「ホタルの観察会に参加することができ、保護者・子供達

も良い思い出ができたと思います。地域の皆様に感謝します。」「明日は登校日です。元気に登校してく
ださい。」との呼びかけに、子供たちは元気よく「はい」と返事していました。（四区町 山﨑智雄）


